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　児童心理学者フランチェスコ・トヌッチ氏はイタリア国
立研究所(CNR)で児童問題を扱う「認識の科学とテクノロ
ジー研究所」のベテラン研究員で漫画家。子供の視線から
描く彼の漫画はいつも明るいアイロニーに溢れている。
　そのトヌッチ氏があるときから都市の中に生きる市民と
しての子供の存在を考察し始めた。そしてイタリアの現代
都市において子供が一見過保護にされているようでいて実
は疎外、排除された存在であることに気づくとともに、子
供の排斥と都市環境の悪化が表裏一体の現象であることに
気がついた。
子供たちの消えた都市
　現在、大小を問わず多くのイタリアの都市では、大人の同
伴なしにひとりで歩いている子供をほとんど見かけない。
登下校の時間に子供たちが徒歩で学校へ行き来する姿や、
放課後に友だちと一緒に遊びに出かける姿を見ることがな
い。大人の監視なしに遊び場や広場で遊ぶ子も稀だ。日本
と違ってイタリアでは、小、中学生まで登下校は親かベビー
シッターが送り迎えをすることが多い。だから自分の足で
街を歩く子供を見かけないのだ。トヌッチ氏が指摘するよ
うに、多くの子供が「家」「学校」「習い事」という「点」でし
か自分の暮らす街を経験しない。イタリアでも、3、40年前
までは子供は皆自分で学校へ通っていたそうだが、現在の
この子供の生活環境の変化は何を意味しているのか。
恐い場所になった「家の外」
　親が子供をひとり歩きさせないのは、道や広場、遊び場
も含めた「家の外」が無意識のうちに中世の都市を取り巻
く森のような危険域として認識されているからだ。なぜ都
市空間はそのように変容したのか。トヌッチ氏は言う。「出
会いや交換の場として生まれてきた都市は、過去数十年間、
特にこの50年の間に自らの空間が商業的価値を持つこと
を発見し、バランスがとれた生活だとか、人々の健康や幸
せ、共生、といった概念を捨て去って、ひたすら利潤を追い
求めるようになりました」。そしてそうした街の中心地区
は「夜になると人影がなくなって危険になり、ひとりでそ
んな所に行くのを人は恐れるようになります。麻薬中毒患
者や泥棒、悪い奴らがいるからです。私たちの国の最も美
しい場所が子供の遊びやさまざまな体験、お年寄りの散歩
や追想に相応しくない場所になっているのです」。
　さらに自動車が都市において圧倒的な主役になったこと
もその理由だ。現代イタリア都市では市民がクルマに完全
に駆逐されている。クルマのおかげで現代都市からは子供
だけではなく、お年寄り、身障者など、社会的弱者、「他者」
と言える人々すべてが排除されている。さらに浮浪者やジ
プシーたちの存在もあって「道」は汚なく危ない場所とし
て認識され、親は子供を遠ざけるのだ。
　本来誰でも自由に利用できる場所であった「公共空間」、
家々を繋ぎコミュニティー を可能にし、多様性に溢れた本来
の「公共空間」が今やごく排他的な空間と化している。
都市に子供を取り戻す
　トヌッチ氏は、大人に監視されずに自由に子供が遊べる
こと、それもある限度内のリスクを冒しながら遊ぶことが
子供の成長には決定的に重要だと言う。それを体験できな
いことが彼らの認識力、社会性など全般的能力の発育に著
第1回
子供が都市を治癒する日
フランチェスコ・トヌッチのプロジェクト「子供たちの街」
First installment
When children heal the city
Francesco Tonucci’s The City of Children project
人類の文明が世界的にある大きな破綻を迎えつつある現在、エコロジー、
デモクラシー、そしてポエジ （ー芸術）各分野における多様な活動の間にあ
る共通点が見えてきた。本連載はこうした多様な分野の仕事を横断しな
がら環境、社会、心の問題を1つの地平で見直そうとするものである。
Today, as human civilization around the world is on the verge of major 
collapse, certain points in common can be seen among the various ac-
tivities in the fields of ecology, democracy, and art. This series reexam-
ines the issues of the environment, society and the heart from an even 
perspective that cuts across all such fields.
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トヌッチ氏のイラストのなかで歩道をクルマに占拠され「歩道
は僕のもんだ!」と不満そうな子供。彼の漫画からは子供の視線
を通しアイロニカルに現実世界が描かれる。写真上は、現状の横
暴な駐車状況。歩行者スペースへのリスペクトが皆無である。
Among Tonucci’s illustrations is a car occupying the side-
walk, and a discontent child saying, “The sidewalk belongs 
to me!” The photo above shows the tyrannical way cars are 
parked today.
Photo by Yosuke Taki
トヌッチ氏自ら描いたポスターなどが壁に並ぶ「認識の科学とテクノ
ロジー研究所」のオフィスで。
The office of the Institute of Cognitive Sciences and Technolo-
gies with walls lined with posters and other material drawn by 
Tonucci himself.
Photo by Yosuke Taki
「皆様のために遊戯中につき、ご迷惑おかけしております」と工事中の看板を模して、
トヌッチ氏が子供の遊びの重要さを訴えたイラスト。シンポジウムのポスターや主著
『子供たちの街』の表紙絵にもなっている。
“Please excuse the disturbance. Children at Play.” Tonucci’s illustrations appeal 
to the importance of children’s play by imitating “Men at Work” signs. It is used 
on symposium posters and the book cover for The City of Children.
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　月1回開かれる会議での議題は多様で必ずしも子供だけ
に関わる問題ではない。子供議会は常に本当に街を変える
こと、大人の行政に対してものを言うことを課題としてき
た。幼い「議員」たちも次第に慣れてくると自分の学校を代
表する意識が高まり、責務に熱心になっていくと言う。現
在トヌッチ氏らの指導、影響の下にイタリア全土で約100、
スペイン、南米等を含むと世界で約140もの都市でこのよ
うな子供議会が運営されている。
　当然子供に都市問題の解決を任せるのが目的ではなく、
彼らの提案に大人が耳を傾けるなかで、今まで見えていな
かった異なる視点、異なる思考に溢れた子供の意見を受け
入れるための謙虚さと好奇心、そして感受性を行政側が学
ぶことが重要なのである。
　指導者に要求されるのは子供らしい視点で意外性と創造
力に溢れる彼らの心の声を正確に聞き取ることである。ト
ヌッチ氏は「はっとするようなことを子供が言ったとき」が
大事だと言う。イタリア・アスティ市の子供議会で大人を真
似て駐車場の必要性を訴える子供たちが多かったなかで、
ある子が「駐車場が多すぎて子供の遊ぶ場所がないよ。半
分ずつにしたらどうかな。半分はクルマ用、半分は子供用」
と発言した。過半数が問題ではない。たったひとりでも、こ
のような意見があったらその重要性を皆に理解させること
が大事だそうだ。
　子供議会の提案が部分的とは言え現実に市政に変化を与
えた例もある。ローマ市ではかつて市警察の法規に公共の
スペースでは遊んではならないという項目があったが、「子
供は遊ぶ権利がある」とする国際児童権利条約 2に反する
として子供議会が異議を唱えたため、同条項は「ローマ市
は子供の遊びを奨励する」と変更された。
設計提案
　設計提案プログラムでは、指導者とひとりの専門家とと
もに遊び場などの公共空間についての案を出したり、子供
に適した家具をデザインしてみる。「それが契機となって子
供と学校と都市の間に新しい関係が生まれ」3、「行政側に
新しい、彼らが見落としていた子供の視点、子供の要求を
知ること」を強いることになる。
　例えば、イタリアによくある子供用の遊び場には、たいて
ローマの「認識の科学とテクノロジー研究所」の1室で開かれる
子供議会の風景。コーディネートするトヌッチ氏が後ろ姿で見える。
Scene from a Children’s Council held in a room at Rome’s 
Institute of Cognitive Sciences and Technologies.
しい悪影響を与え、思春期の青少年の諸問題の原因にも
なっているが 1、同時に彼らの不在は都市の生活環境全体
の危機の指標だ。反対に「子供を都市に回帰させようとし
て子供に相応しい都市を整備できれば、実はすべての社
会的弱者にも優しい環境を生み出し、すべての市民が安全
に歓びを持って市民生活を送れるようになる」はずだとト
ヌッチ氏は考えた。いちばんの弱者を基準にして考える、
それがこの平等主義的プロジェクトの出発点であった。
子供vs行政
　トヌッチ氏らは「子供たちの街」計画において、子供を行
政と直接付き合わせるという大胆な手法を採った。行政や
政治からないがしろにされてきた市民の代表として立つの
に子供が適役だという理由について彼はこう語る。「子供
に異議申し立ての先頭に立ってもらうということは、子供
に政治の責任を負わせるのではなく、誰も見失わないよう
に行政の視点を子供の目線まで下げさせることなのです。
そのことであらゆる“他者”が視野に含まれるのです」。
　1991年以来、大きく分けて「参加」と「自立」という2つ
の主題の下に3種類のプログラムが実践されてきたが、「参
加」型プログラムとしては、大人が子供の意思や権利を認め
直す機会をつくるための「子供議会」と子供たちの意見を
街の施設や家具デザインに活かす「設計提案」の2つがある。
「自立」型としては、大人の同伴なしで子供の登下校の実現
を目指すプログラム「学校には自分たちだけで行くんだ」。
これらは、子供を対象にした作業だが、彼らの教育が主た
る目的ではなく、むしろ現代都市における子供の権利、立
場等を改正しながら、社会全体のあり方を変えていこうと
する政治的プロジェクトなのである。
子供議会
　子供議会は市内の各小学校から男女ひとりずつ抽選等で
選ばれた合計2、30人の生徒から構成される。大人の議会
を真似る体験ごっこではなく、大人の議会に対してぶつけ
る子供らしい視点の提案を指導者の監修の下に選択決議す
る場であり、大人の市町村議会は子供たちの提案を検討す
る義務を負う。
2006年4月12日。ローマ前市長ヴェルトローニ氏と一緒に。
ローマ市議会に自らの提案を提出に来た子供議会の議員たち。
April 12, 2006. With Rome’s former mayor Walter Veltroni. 
Members of the Children’s Council attending the Rome City 
Council meeting to submit their proposals.
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い真っ平らなゴムばりの地面の上にブランコと滑り台など
お決まりの遊具が2、3置かれているが、これは遊び方が単
純で隠れる場所もない。実は監視役の大人の意向を反映し
た遊び場なのである。
　一方、子供の考える遊び場はいつも段差や洞窟があり、
塔や池なども備え、木や石などさまざまな素材が構成する
場だ。彼らは「変化に富み、多様な遊びの可能性をはらんだ
場所を用意してくれない? どんな遊びをするかは任せてよ。
それは僕たちが考えるから」と言っているのだ。それに比
して大人の用意する遊び場が何と単純で可能性に乏しいこ
とか。まるでハムスターの檻だ。
　このプログラムの成功も、子供たちの本当の望みを聞き
出せるかどうかにかかっている。例えばどんな遊具が欲し
いかと聞くと、滑り台、ブランコなど、大人が用意するのと
同じ物を要求する恐れがあるが、どんな遊びが好き? と聞
いてあげれば、彼らが本当に望んでいる遊び場の特性が見
えてくる。
「学校には自分たちだけで行くんだ」
　同プログラムは1994～95年度にまずイタリア・ファー
ノ市で始まった。小学生児童が学童だけで徒歩で登下校で
きるようにしようというもので、この実験が始まるまで
ファーノ市ではクルマで同伴される児童が68%、徒歩同伴
が12%で合計80%の学童が送り迎えされていた 4。ひとり
で登校していた学童はわずか20%だ。
　基本的にはまず学童、父兄へのアンケート調査、次に学童
との教室内での準備学習と実地体験を繰り返しながら可能
な登校コースを決め、要注意ポイントを確認していく。都市
によっては学童用のコースを歩道上に塗った特別な色や記
号 5で示す所もある。
　さらに交通巡査、お年寄り、通学路沿いの商店主たちを
「子供の味方」に選び、その協力を得ることで、地区住民が
一丸となった安全な登下校路を確保しようとする。何より
親の不信感を払拭することが最大の難関だからだ。
　同伴者なしの登下校実践の成果はかなり大きかった。多
くの都市で子供が自立性と自信を獲得し、親は子の意外な
能力を発見し、いつも送り迎えをしていた親の義務も軽減
されただけでなく、地域にそれまで希薄であった連帯感や
共生意識をもたらし、その結果治安が（警察ではなく社会
的な力によって）改善された例が数々報告されている。ア
ルゼンチンのブエノスアイレス近郊のロザリオという町で
は、同プロジェクトが始まってから、その地区の犯罪件数が
50%も減少したと言う。膨大な投資によってテレビカメラ
を大量に導入したロンドン市の犯罪低下率が3%だからこ
の数字は驚異的だ。
　ただ、歴史の浅いこのプロジェクト 6では、現実にはまだ
全市で参加が1校だけ、というところも多く、社会全体を
変える規模の運動には至っていない。子供たちの積極さに
比べると親だけではなく教員、市町村役員、警察などにも
まだ十分な理解と積極的な参加が見られない地区もあり、
どこも継続が難しいのが現状だが、実施中の地区において
は子供の自立という成果以上に治安を含めた社会環境全般
の向上が認められたのだからその可能性は大きい。
都市の生体（生態）学
　トヌッチ氏は子供議会や設計提案プログラムを通して遊
び場をつくることよりも、むしろ子供たちが都市全域の道
や広場、中庭といった公共空間に戻ってくることの重要さ
に固執する。子供が戻ってくることで、同時に他の市民も
戻り、街中の公共空間に生命感が戻るという訳だ。
　トヌッチ氏の話を聞いていて都市全体が1つの身体か生
態系に近いシステムとして見えてくる気がした。細胞のよ
うに無数に集まる家々の間に毛細血管か気の経路のように
走る公共空間を子供という赤血球が駆け巡り、再び十分な
ローマでは自動車より歩行者の権利を主張する「歩行者が先!」というキャンペーンが子供議会の提
案で2003年から05年にかけて行われた。この写真は実験段階の03年（19校が参加）のもので、歩
行者をリスペクトしない自動車の運転、駐車をした大人に対して、子供が日付と自分の署名入りで懲
罰用紙（「あなたは無礼な人です」と書いてある）を渡している。このイラストもトヌッチ氏のもの。
Proposed by the Children’s Council in Rome, a campaign to promote the rights of pedestri-
ans over cars called “Pedestrian’s First!” was held from 2003 to 2005. The photograph is from 
the 2003 experimental stage (participated in by 19 schools). Children handed out personally 
signed traffic fines to adults whose parking and driving behavior didn’t respect pedestrians. 
The illustration on the right is a fine saying, “You are an inconsiderate person.” This illustra-
tion is also by Tonucci.
1. 自由な遊びの経験の喪失は、子供の認識力や社会性の発達に重大な影響を
及ぼし、登校拒否、自殺、肥満、いじめ、児童犯罪、麻薬など、その後の思春期の
青少年の多様な問題を引き起こす原因にもなっていることが多くの研究から
わかっている。
2. 第31条「子供には、遊び、休み、楽しみ、そして自分がいちばん好きなことに
没頭する権利がある」。
3. Francesco Tonucci, in La città dei bambini, ed.Edizioni Laterza, 1996, p.128
4. 人口6万未満の小規模なファーノ市ではこの数字だが、大都市、特に北部の
都市で同伴されずに登校する学童はわずか8%である。
5. 例）ローマ第9区では猫の足跡を象った記号がコースに沿って付いている。
6. 多くは2000年以降の参加。
公共空間（歩道上）で遊ぶ子供たち（2005年3月22日）。子供議会の抗議によっ
てローマの市警察の法規にあった「公共空間で遊ぶことを禁ずる」という項目が
削除されたのを祝って子供たちがウンゲリア広場付近の歩道を占拠して遊んだ。
Children playing in public space (March 22, 2005). They are playing on 
the sidewalk to celebrate the revoking of a rule by the Rome City Police 
that said it was forbidden to play in public spaces. This reversal was due 
to protests by the Children’s Council.
Gentle Cultivators of Life ―Seeking for a new paradigm of the world
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Streets with no children
Child psychologist Francesco Tonucci is also a cartoon artist 
and veteran researcher at the Institute of Cognitive Sciences 
and Technologies, an organization that deals with children’s 
issues at Italy’s National Council of Research. Tonucci’s car-
toons, drawn from the perspective of children, are always full 
of bright irony. At a certain point in his research, Francesco 
Tonucci began to study children as citizens living in the city. 
Although it may appear that children are coddled in contem-
porary Italian cities, Tonucci realized that they are in fact ne-
glected and excluded, and also concluded that their ostracism 
and the worsening of the urban environment are actually two 
sides of the same coin.
On the Italian streets you almost never see children walk-
ing by themselves without an adult present. It’s rare to see 
children playing in town squares or playgrounds without 
adult supervision. In Italy, even elementary and junior high 
school students are taken to school by a parent or babysit-
ter. As Tonucci points out, many children don’t really experi-
ence the city they live in, and just know such junctures as the 
home, school, or after-school lesson. What does this contem-
porary change in children’s living environment mean?
The world outside the home as a dangerous place
The reason parents don’t let their children walk alone on the 
streets is because the world outside the home―including 
streets, squares, courtyards, and playgrounds―has gradually 
come to be seen as a dangerous place, much like the forest 
that surrounded a medieval town. Tonucci explains: “Original-
ly born as a place for meeting and interacting, the city in the 
last fifty years has discovered that its spaces have commer-
cial value, and in the pursuit of pure profit has discarded such 
concepts as health, happiness, symbiosis, and a balanced life.”
Moreover, the automobile’s monopoly on the main role 
in the city is another contributor, and has led to children, the 
elderly, the physically challenged and the powerless being 
excluded from the contemporary city as “the other.” Public 
spaces were once essentially accessible to everyone, linking 
homes and making community possible. Now, however, they 
have become spaces of exclusion.
Returning children to the city
Tonucci says the experiences of children to play freely with-
out adult supervision while braving a certain amount of risk 
is decisive to children’s growth. Their inability to undergo that 
kind of experience exerts a strikingly bad influence on the 
development of their cognitive abilities and social skills, and 
becomes the source of numerous problems during adoles-
cence. At the same time the absence of children is an index 
of the overall crisis of the urban living environment. Tonucci 
says that if we equip the city so that children can return to it, 
then a good environment for all the socially powerless will 
be born, and all citizens will enjoy safe urban living. Treating 
the weakest members of society as the basic parameter is the 
starting point of this egalitarian project.
Children and city administration
Tonucci and his staff employed a bold plan in The City of Chil-
dren project in which the city administration becomes direct-
ly involved with the children. Tonucci talks about why chil-
dren are suitable representatives of the city. “By bringing the 
administration’s perspective down to children’s eye level so 
that nobody is missed, various ‘others’ can be included in the 
field of vision.”
Since 1991, three types of programs under the two head-
ings “participation” and “autonomy” have been carried out. 
There are two kinds of “participation” programs, the Children’s 
Council program that creates meetings in which adults ac-
knowledge the ideas and rights of children, and the Design 
Proposal program where the opinions of children are utilized 
in the design of street facilities and furniture. In the “auton-
omy” program children go to school on their own. The main 
goal of these programs is not, however, the education of chil-
dren; it is a political project that attempts to change society 
while revising children’s rights and status in the contempo-
rary city. 
The Children’s Council
Children’s Councils comprise twenty to thirty students select-
ed by lottery or similar method, taking one boy and one girl 
from each elementary school in the city. They are venues that 
make decisions, under the guidance of councilors, on propos-
als from a childlike perspective to be brought to the tables of 
adult conferences. Adult councils from the municipalities take 
on the duty of examining the children’s proposals.
The topics taken up at monthly meetings are not neces-
sarily problems that affect children only. The tasks of Chil-
dren’s Councils have been to change the city and challenge 
adult administrations. At present, there are approximately 100 
Children’s Councils operating across Italy and about 140 in cit-
酸素や気を運んで来るかのように。まるで自然のものとし
て都市を扱い治癒しようとしている。建築物による「都市
開発」との違いは明白だ。子供の潜在的（治癒）能力を誰よ
りも信じる教育学者が発揮する洞察力と信念は、社会の中
でいちばん小さく、脆く、また強い、赤血球のような子供と
いう存在を大事にすることで、対症療法でない、まるで東
洋医学のような持続可能な都市の治療法（エコロジー）を
見出していたのだ。†
子供の通学路であることを示す標識（ファーノ市）。
Signs that indicate school routes for children (Fano city).
子供の設計した遊び場のプラン（1993年、ファーノ市）。実
に多様な要素に溢れている。
Plan for a playground designed by children (Fano 
city, 1993). It is full of diverse elements.
イタリアによくある子供用の遊び場。いかに
も遊び甲斐はないが監視しやすいスペース。
Typical children’s playground in Italy. Al-
though there is not much worth playing 
with, the space is easy to supervise.
Photo by Yosuke Taki
Gentle Cultivators of Life ―Seeking for a new paradigm of the world
AXIS― 147
ies around the world including in Spain and South America.
In listening to the children’s proposals, it is important for 
the administrations to learn to be humble, curious, and recep-
tive in order to accept the opinions of children who are full of 
different ideas and perspectives. The councilors are required 
to take a childlike perspective and properly understand the 
voice of the children’s hearts brimming with unpredictabil-
ity and creativity. According to Tonucci, we should take note 
when children say something that “takes us aback.” At a Chil-
dren’s Council in Asti, when the children were imitating adults 
and stressing the necessity of a parking lot, one of them said, 
“There are no places for children to play because there are too 
many parking lots; why don’t we go 50/50 on this?” It’s not a 
question of having a majority. What’s important is getting ev-
eryone to understand the importance of that kind of opinion, 
even if it’s held by only one person.
There are even cases in which proposals by the Children’s 
Councils have actually brought some changes in city admin-
istrations. For example, one provision in the municipal traffic 
law of Rome that said it’s forbidden to play in public spaces, 
but Children’s Councils protested that it went against a stipu-
lation of the International Convention on the Rights of the 
Child that said “Children have the right to play,” and the item 
was changed to “The city of Rome encourages playing activi-
ties in public spaces.”
Design Proposal
In the Design Proposal program, children make proposals 
about public spaces such as playgrounds and design furniture 
appropriate for them under the supervision of councilors and 
a specialist (designer, architect).
For example, the typical children’s playground in Italy has 
two or three pieces of playground equipment such as slides 
and swings with a rubber surface installed on the ground. 
The method of play is simple and there are no places to hide. 
This design reflects the supervisory intent of adults.
The playgrounds conceived by children on the other hand 
are equipped with towers and ponds, and are composed of 
various materials including wood and stone. “Can’t you make 
us a place that is rich in variation and has the potential for di-
verse kinds of play?” the children say. “Let us play as we like. 
We’ll think of something.”
The success of this program depends on whether or not 
adults can get the children to talk about their true wishes. For 
example, if you ask them what kinds of playground equip-
ment they want there’s a chance they will ask for the same 
things that adults usually provide, but if you ask them how 
they like to play, you can infer what kind of playground they 
truly want.
We go to school on our own
This program began in Fano in the 1994 - 1995 academic 
year. It encourages elementary school children to go to and 
from school on their own. Before this experiment began, 
68% of the children in the city of Fano went to school by car 
while 12% were accompanied on foot, meaning 80% of stu-
dents had not been going to school by themselves. First, a 
questionnaire was given to the students and their guardians 
and possible routes to school were determined while mak-
ing preparations and checking out the area where the experi-
ment would take place. Points needing special attention were 
confirmed. The city, in some cases, also painted special colors 
and signals on the sidewalk on the children’s routes.
In addition, traffic policemen, elderly people and shop 
owners on the route were selected to be the “children’s allies,” 
and through their cooperation a safe route was secured that 
involved the area’s residents. This was done because elimi-
nating the mistrust of the parents was above all the largest 
barrier.
The results of going to school without a companion were 
quite large. In many cities, children acquired autonomy and 
self confidence, and the parents discovered their children 
had some surprising abilities. Not only did this lessen the par-
ents’ duties to take the children to and from school, it also 
strengthened the previously weak feelings of connection and 
community in the area, and people reported that public order 
had improved. At Rosario, near Buenos Aires, Argentina, the 
number of crimes in the area decreased by 50% since an iden-
tical project began there. These figures are surprising in light 
of the fact the massive introduction of expensive TV cameras 
in London has reduced crime by only 3%.
Somatology (Ecology) of the city
Tonucci is resolute about the importance of using the Chil-
dren’s Council and Direct Involvement Planning programs not 
necessarily to build new playgrounds but to return children 
to public spaces such as courtyards, squares and streets in 
all areas of the city. By having the children return, the other 
citizens will also return, and a sense of life will come back to 
public spaces throughout the town.
Listening to what Tonucci has to say, I began to see the 
city as somewhat akin to a somatologic or an ecological sys-
tem. The numerous houses are like the cells of an organ-
ism, and the public spaces that run in-between them are like 
blood vessels or energy channels and it is the children mov-
ing in those spaces who function like red blood cells provid-
ing oxygen and vitality. Tonucci is actually treating the city as 
a natural organism and attempting to heal it. The differences 
between this and urban development through architecture 
are crystal clear. The insight and conviction demonstrated by 
Tonucci who believes more deeply than anyone in the latent 
healing power of children have discovered a healing method 
(ecology) for a sustainable city, much like eastern medicine, 
by valuing children, the smallest, most fragile yet strongest of 
existences, like the red blood cells, in society. †
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「学校には自分たちだけで行くんだ」プログラムで通学路
にある協力商店の入り口に貼るシール。「ここは子供たち
の味方」と書かれている（ペーザロ市）。
A seal for sticking on cooperating stores along the 
school route in the “We go to school on our own” pro-
gram. It says, “We are allies of the children.” (Pesaro city)
